
学校を良くする力とは 
             ―― ３年学年委員会の生徒たちの熱い思い―― 

           今、校内の廊下、階段、教室のドアなど２０箇所以上に、 

          ３年学年委員会の生徒たちが作成した掲示物が貼られてい 

          ます。その掲示物に書かれた 

          メッセージがどれも自分たち 

          の学校生活をより向上させた 

          いという熱い思いにあふれて 

          いるのに驚かされました。３ 

          年生が自主的にこのような活 

          動に取り組んだことはたいへ 

          ん立派なことです。そのいくつかをご紹介いたします。 

 

 ドバイのアラブ人た 

                           ちは男性は白色、女性 

                           は黒色の民族服を着 

                           用しています。家庭内

ではＴシャツや G パン等、カジュアルな服装らしいのですが、人前（公共の場）では

民族服を着用しています。小学生以上になると子どもでも着用し、みなこの民族服に

民族としての誇りを感じていますから、着こなしもきちんとしてかっこいいのです。 

日本の中高生をみると、制服をわざと着崩す風潮があるようですが、世界に通用す

る本当のかっこよさとは何なのでしょうか。 

 昔、修学旅行で 

                             京都奈良を訪れ 

                             たとき「古都にあ 

                             いさつ旋風を！」 

                             というスローガ 

ンのもと、生徒全員がお寺やホテル等で精一杯のあいさつを行いました。すると、法 

隆寺ではこんなあいさつは初めてだと、寺の記念写真集を特別にプレゼントしてくだ 

さいました。観光バス内では、バスガイドさんが感激のあまり涙を流して感謝してく 

ださいました。これは実際にあった「あいさつ伝説」です。深良中の新たな「あいさ 

つ伝説」はどんなものになるのでしょうか。期待がふくらみます。 

                              まさに可能性 

                             は無限大の生徒 

                             たち。何事もあき 

                             らめずに、最後ま
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本当のかっこよさは きちんとした服装から 

 ・「深良中のよさ」を、まず３年生が服装で示そう。 

 ・きちんとした服装はすばらしい人格の証です。 

 

 

 

 

 

 

生徒の力で作り出せ！ あいさつあふれる学校を 

 ・あいさつが大事なこと、わかってる？ 

 ・深良中に新たな伝説を作ろう。 

 

 

 

 

 

可能性は無限大！ 追い続ければきっとつかめる！ 

 ・進路実現はここからの努力にかかっている。 

 ・だれも助けてはくれない。やるのは自分！ 

 

 

 

 

 



で努力し続けることによって大輪の花が咲くでしょう。女子サッカーワールドカップ

で優勝した「なでしこジャパン」の選手たちのように。 

【中体連駿東地区大会続報・東部大会・県大会速報】（7/16、7/17結果） 

男子ｿﾌﾄﾃﾆｽ部 個人戦 11 位県大会出場（小早川・土屋組） 

 女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ部 個人戦 5 位県大会出場（大庭・御宿組） 

 男子ﾊﾞｽｹｯﾄ部 予選リーグ vs 裾野東（惜敗）vs 清水南（惜敗） 

 女子ﾊﾞｽｹｯﾄ部 予選 vs 清水南（惜敗） 敗者復活 vs 小山（惜敗） 

女子バレー部 予選リーグ vs 富士岡（快勝）決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ vs 御西（惜敗） 

女子卓球部  vs 御殿場（惜敗）vs 長泉（惜敗）vs 原里（惜敗） 

総合部水泳 梶原菜帆（50ｍ自由形 2 位、100ｍ自由形 6 位 県大会出場） 

      廣瀬 渡（100ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 2 位 200ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 3 位 県大会出場） 

      細井美紀（100ｍ背泳 4 位 50ｍ自由形標準記録突破 県大会出場） 

総合部卓球 大塚舜介（第 3 位 県大会出場） 

総合部柔道 北村歩里（第 2 位 県大会出場） 

総合部陸上 松井美里子（100ｍ県７位 東海大会出場） 

 お知らせ ７月２０日（水）は裾野市に大雨警報の発令、強雨予報のために子供

たちの安全を考え、臨時休校いたしました。また、給食は当日のキャンセルが不可能

ですので休校分の返金はありません。ご了解のほどよろしくお願い申し上げます。 

ある日の授業風景 ３年 保健体育「20ｍシャトルラン」 授業者 湯山 珠沙 

「ハイッ！ハイッ！ハイッ！ハイッ！」「ハッ！ハッ！」 

今日もこうして元気のいい深中体操で体育授業が始まりました。

体育祭に引き続き子ども達の元気ある声と動き。しかし、今日の

授業は子ども達が苦手とする【20ｍシャトルラン】。だから朝から

ずっとテンション低め。しかし、スタートラインに立つと表情が

ガラリと変わり真剣な目つきになりました。徐々に速くなっていく電子音と共に汗を流しながら、

蒸し風呂のような体育館を走り続けます。４月に行った時、女子は 50 回を目前に、男子は 70 回

を超すとどんどん脱落していきました。しかし今日は一味違う３年生。「先生っ！俺の記録いくつ

だった？」「私は？」汗をビッショリかいた生徒たちに囲まれ私の周りは一気に気温上昇。Ｔ君は

男子最高記録の 129 回。Ａさんは 26 回記録を伸ばし満点の 88 回。「先生っ！18 回も回数が増え

たよ！」｢私は 12 回！｣と嬉しい声。「記録は伸びたけど、後 2 回で 8 点だったのに…」という悔

しがる声。ここでも『頑張ることはかっこいい』姿を見せた３年

生でした。中体連に向けて３年生が暑い中頑張り、体力を高めた

証拠が様々な種目で数字となって現れました。４月の結果から目

標を立てて取り組んだ体力テスト。具体的な目標を立てて取り組

むと目標達成に向けて頑張れる、その大切さを改めて実感するこ

とができた１時間でした。 


